
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 運転経験が浅く運転技術が未熟なドライバー

が増加。 

・ 異動や配属替え期を迎え、新しい通勤経路に

不慣れなドライバーが増加 

・ 入学や進級期を迎え、交通ルールや自転車の運

転操作に未熟な子供が増加。 

 

 

令和６年３月２９日(金) 

富山県警察本部交通企画課 

(０７６)４４１-２２１１(代)  

１ ドライバーによる子供の歩行中・自転車利用時の事故件数が増加 

２ ２０歳未満のドライバー、特に大学生等による人身事故件数が増加 

 

 

 

【ドライバー事故の特徴】 注）表は、本県の過去 10年(H26～R5)の月別の類計件数 

 

・ ドライバーは自転車、歩行者のそばを通過す

る際は、十分な間隔を空けるか、または徐行

し、その動静を注視する。 

・ 自転車利用時は、年齢問わずヘルメットを着

用する。 

【歩行者事故の特徴】  

・ 気温が高くなり、子供の活動が活発化。（子
供は体が小さく、発見しずらい。走行して
いる車の速度が把握できず、横断できない
タイミングでも道路を横断しようとす
る。） 

・ 子供が友人同士の遊びや活動に熱中し、安
全確認を怠った行動が増加 

 

・ 子供の飛出し等を予想し「かもしれない運転」を実

践する。 

・ 歩行者のそばを通過するときは、十分な間隔を空

けるか、または徐行する。 

・ 子供が駐車車両などの死角から飛出してこないか

注意する。 

注）「大学生等」＝「大学生」、「その他学生」 


